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今世紀に太陽をかすめる大彗星の再来はあるか

～Kreutz群の変遷と捜索について～

OAA彗星課 佐藤 裕久

Abstract

  有史以来大彗星(Great Comet)と呼ばれる彗星がいくつか出現しているが、太陽をかすめる彗星 1) (Sungrazer、またはSungrazing 

comet)には、1843年の「3月の大彗星(Great March Comet: C/1843 D1)」、1882年の「9月の大彗星(Great September Comet: C/1882

R1)」や1965年9月に発見された「イケヤ・セキ彗星(C/1965 S1)」などが特に有名で、これらはKreutz群 (Kreutz group)と呼ば

れ、今から900年以上前に一つの巨大彗星が二つに分裂したと思われ、さらに細かくなったものが太陽めがけてやってくるもので

ある。ここでは、Kreutz群がどのような変遷を経てきているか、再び出現するとすればどこを捜索したら良いか考えてみたい。

１. はじめに

太陽をかすめる彗星は、近日点が太陽に極めて近く、かす

めるように通過する彗星で、それらがほとんど同一の軌道を

周っていることが知られる。近年は地上以外にも太陽と地球

のラグランジュ点(Lagrangian point)L1にある太陽観測衛星

SOHO(Solar and Heliospheric Observatory)搭載の LASCO 

(Large Angle and Spectrometric COronagraph experiment 広

視野角分光コロナグラフ実験装置）C2 や C3 と、ラグランジ

ュ点 L4 と L5 にある 2 機の太陽観測衛星 STEREO (Solar 

TErrestrial RElations Observatory) 搭載の SECCHI (Sun 

Earth Connection Coronal and Heliospheric Investigation)

によりかなりの数が発見されている。

2. Kreutz群 (Kreutz group)

太陽をかすめる彗星の中で、ドイツの天文学者 Heinrich 

Carl Friedrich Kreutz (1854-1907)が1843年、1880年と1882

年に現れた大彗星は数回帰前に分裂した一つの巨大彗星の破

片であることを示す論文を1888年に発表したことから、同じ

ような軌道要素をもつ彗星の群を Kreutz の名をとって

Kreutz 群と呼んでいる。その後の研究(特に 1965 年のイケ

ヤ・セキ彗星の発見以降)が盛んになり、天文電報中央局

(CBAT)の局長を務めたB. G. Marsdenは、近日点距離(q)と昇

交点黄経(Ω)の値の違いから、元々の彗星から分裂したサブ

グループ(Subgroup)をIグループとⅡグループに分け、さらに

Ⅱから分離した彗星を派生グループⅡa とした。ちなみにイ

ケヤ・セキ彗星はⅡグループである 1) 2) 3)。

3. その他の群 (Other group)

SOHO/LASCO-C2やC3それにSTEREOで発見された彗星(SOHO

彗星、STEREO彗星)は符号のついたものだけでも2017年9月

までに2039個あるが(符号のついたものが2010年は以降あま

りない。実際は符号のないものを含めると優に3400個を超え

ている)の約 85%が Kreutz 群でその全てが太陽に呑み込まれ

るか、近日点を前に蒸発して消えて見えなくなっている。約

5%は何にも属さない彗星で、残りの約10%がドイツのM. Meyer、

CBAT局長のMarsdenとドイツのR. KrachtがそれぞれKreutz

群とは別に同様な太陽をかすめる彗星群を見つけている。そ

れらの群は彼らの名をとって Meyer 群、Marsden 群そして

Kracht群と呼ばれている。なお、Kracht群にはⅠ群とⅡ群の

2つがある。

  また、Marsden群とKracht群はしぶんぎ座流星群とおひつ

じ座流星群の2つの流星群の母彗星である96P/Machholz 1と

関係があるとの研究がある 4)。

4. Kreutz群の変遷

ドイツの天文学者Gottfried Kirchによって発見された17

世紀で最も明るくなった彗星で太陽に非常に近く通った1680

年の大彗星(C/1680 V1)が1106年の大彗星(X/1106 C1)の再来

ではないかと当時の天文学者が思った。この1106年の大彗星

(X/1106 C1)は、ヨーロッパ、中国、韓国、そして日本でも見

図１ サブグループ (Subgroup)ⅠとⅡ、Ⅱa

  近日点距離(q)と昇交点黄経(Ω)によりⅠとⅡ、Ⅱaに分か

  れる。C/2011 W3は別のグループか
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られた 5) 6) 7) 8) 9)。その後 1843 年 3月の大彗星(C/1843 D1)、

1880年南の大彗星(C/1880 C1)、1882年9月の大彗星(C/1882 

R1)が出現し、Kreutz がこれらは数回帰前に分裂した一つの

巨大彗星の破片とした論文を発表した。1106年の大彗星がこ

れらの Kreutz 群と関連づけられたことから、1680 年の大彗

星の軌道がKreutz群の軌道と似ていないため、太陽をかすめ

る彗星ではあるが無関係であることがわかった。

1106 年の大彗星については Kreutz 群の親彗星の可能性が

非常に高く 2) 3) 10) 11) 12)、さらに遡れば古代ギリシアの哲学者

Aristoteles や歴史家 Ephorus が見たという紀元前371 年の

大彗星 8)は祖先の彗星であるという見方がある。それが正し

いかはまだわからない。私も1106年の大彗星が発見される以

前に二つに分裂し、そのときいくつもの破片も生じたように

思える。Marsden や Z. Sekanina ら研究者のモデル 2) 10) 11)を

参考に自分のイメージを作ってみた(図2)。

5. Kreutz群の近日点方向

JPL (Jet 推進研究所)の"JPL comet orbital elements"の

分裂核を含む 3488 個から軌道長半径 (a:Semimajor axis)、

周期 (P:Orbital period)、遠日点距離(Q:Aphelion Distance)、

近日点黄経 (L:longitude of perihelion)、近日点黄緯(B:

Latitude)、昇交点・降交点距離(Distance of Ascending and 

Descending Nodes)を計算し、近日点の黄経・黄緯 13)を座標と

して私が SWAN 画像をチェックするため使っているサムソン

(Sanson)図に投影した。見てわかるとおり、いくつかの塊が

見える。これがKreutz群やMeyer群などの太陽をかすめる彗

星群の近日点である。これを反転すると遠日点となる。放物

線軌道や双曲線軌道は遠日点は計算できないが楕円軌道と同

様に近日点の逆方向と考えれば太陽をかすめる彗星群の遠日

点方向を投影することができる。

6. Kreutz群の捜索方法

既に太陽をかすめる彗星群の捜索用位置推算表が発表され

ているが 2) 14) 15)、図4は表2のKreutz群ⅠとⅡの平均的な

軌道要素から求めた位置をプロットし 3カ月間並べたもので

ある。近日点通過後を毎月15日にとり5日間の動きを示した。

おおいぬ座にある遠日点から反時計回りに回って太陽めがけ

て突入してくる。捜索をするとすれば、黄道の北には進まな

表1 Kreutz群の軌道要素、遠日点距離(Q)、近日点黄経・黄緯(L,B)とサブグループの区分

表 2 私が使用しているSungrazerの平均的軌道要素

図2 私がイメージするKreutz群の変遷

図3 全彗星の近日点(L,Bでプロット) 

左上の大きな塊がKreutz群、右上の塊がMeyer群、中央か

ら右寄りやや上の小さな塊がMarsden群とKracht群である。
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いので、開けたところで秋は明け方の南東側、春は南西側の

移動コースを中心に捜索するのが良い。遠日点周辺ではまだ

かなり暗いはずでこの周辺では見つけられない。黄緯-10°～

-30°の中を軌道に沿って捜す方が現実的と思われる。

7. 今世紀に太陽をかすめる大彗星の再来はあるか

Marsden は、これらのグループの彗星が群をなしてやって

来ることから、次の出現は21世紀に入ってからと考えていた

ようで 16)、現に2011年には既存のKreutz群とは少し違うよ

うだが、一時は太陽の熱で蒸発してしまうのではないかと危

惧された C/2011 W3 (Lovejoy)が、驚いたことにうまくすり

抜けて雄大な尾をもつ大彗星に変身したことは記憶に新しい

ところである。Kreutz 群は SOHO/LASCO などでは見つかって

いるが、ほとんどKreutz群の親彗星からすれば欠片のような

もので、分裂した数ｋm を超すような大きな核をもった太陽

をかすめる大彗星は近いうちにやってくると私は信じている。
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図4 10月～12月に近日点通過するKreutz群ⅠとⅡグループの移動図

おおいぬ座にある遠日点から太陽に向かって移動し、近日点を通過すると遠日点に向かってⅠは北側、Ⅱは南側を反時計回りに移動。


